
  
    
  
入力ショートカットの使用



GnuCashにはデータを入力する際に時間を節約するためのショートカットがいくつかあります。
以前に使用したことがある説明の最初の数文字を入力すると、クイック入力機能により自動的に最後に入力した取引の説明の残りの部分が入力されます。
取引行の資金移動欄またはスプリット行の勘定科目欄のどちらかで勘定科目名の先頭文字を入力すると、クイック入力機能により勘定科目リストから名前が自動的に補完されます。
また、それは子勘定科目をこれらの欄に入力する際にも助けになります。
親勘定科目名の最初の文字に続けてコロンと子勘定科目名の最初の文字を単に入力します。
例えば、Assets:Checkingを入力する場合、A:Cと入力すれば、残りをGnuCashに補完させることができます。
キーボードショートカットを登録しても時間が節約できます。GnuCashはそれらの数個を提供しています。
日付欄では次の入力ができます。
	+または=は日付を増加させ、-または_は日付を減少させます。

	]または}は月を増加させ、[または{は月を減少させます。

	Mまたはmは月の初日を入力します。

	Hまたはhは月の末日を入力します。

	Yまたはyは1年の初日を入力します。

	Rまたはrは1年の末日を入力します。

	Tまたはtは今日の日付を入力します。



取引行の番号欄では、+を入力すると、取引番号が入力した最後の値から増加します。
-を入力すると番号が減少します。
スプリット行のアクション欄でも、スプリット番号を入力することを選択していれば動作します。
アクション欄ではクイック入力もサポートされます。一般的なアクション(入金など)の先頭文字を入力すると、GnuCashによって残りが補完されます。
資金移動欄では勘定科目名のクイック入力がサポートされます。
勘定科目名を入力し始めると、GnuCashによって名前の残りの部分が補完されます。
セパレータ文字を入力するといつでも、現在の階層の勘定科目名が補完され、次の階層の勘定科目名を入力し始められるようにカーソルが位置調整されます。
例えば、標準の勘定科目集を使用している時、A:Cを入力するとAssets:Checking勘定科目に補完されます。

また、この欄でメニューを選択するかまたはCtrl+Downキーを入力するとすべての勘定科目名一覧がポップアップされます。
金額欄のすべてで、内蔵の計算機を使用できます。
最初の値を入力し、続けて+、-、*、または/を入力し、そして2番目の値を入力するだけです。
Tabキーを押すと、GnuCashは計算を実行して、結果の値を金額欄に返します。
すべてのメニュー項目にはメニュー名の中でアンダーラインを引かれた文字によってマークされているアクセスキーが定義されています。
Alt+「アンダーラインを引かれた文字」を入力すると、メニューが表示され、次にその中のアンダーラインを引かれた文字を入力することによって、項目を選択します。
例えば、Alt+Aを入力するとアクションメニューが表示され、次にPを入力すると、スプリット取引となります。
また、メニュー項目のいくつかにはすぐにコマンドを呼び出すショートカットキーがあります(Ctrlキーを通常使用します)。
これらのショートカットは項目の横に表示されます。
記録簿の中で移動する時は、時間を節約するために次のキーを使用できます。
	Tabで次の欄に移動します。Shift+Tabで前の欄に移動します。

	Homeで欄の始まりまで移動します。 Endで欄の終わりまで移動します。

	Enter or ↓ to move to the
next transaction, ↑ to move to the previous transaction

	Page Upでは1画面分上昇します。 Page Downで1画面分下降します。

	Shift+Page Upで最初の取引に移動します。Shift+Page
Downで最後の取引に移動します。



照合ウィンドウの中では次のキーボードショートカットを使用できます。
	Tabで次のボックスに移動します。Shift+Tabで前のボックスに移動します。

	Spaceキーで照合済と未照合の状態を切り替えます

	↑ and ↓ navigate through the entries
within the current box




仕入先



仕入先は、あなたが商品またはサービスを購入する会社または個人です。
買掛金システムの中に仕入先を登録しなければいけません。
新規作成



新規の仕入先を登録するためにはメニューバーからビジネス → 仕入先 → 仕入先を新規作成を選択します。
会社名、住所、電話番号、FAX番号などの仕入先情報を入力します。
それ以外の項目一覧を次に示します。 
	識別情報 - 仕入先番号 - この仕入先について照会する時の番号です。
空白の状態にしておくと、数が自動的に選ばれます。

	識別情報-アクティブ-アクティブな仕入先とアクティブでない仕入先を区別します。
昔のアクティブでない仕入先が多くあり、アクティブであるとマークされたものだけを知りたい時に有効です。

	支払先住所 - 名前 - 支払いを行うことになっている個人の連絡名です。

	備考 - 仕入先に関する追加コメントを記録します。
例えば、仕入先の会社の中で連絡先となっている人々の名前を追跡するために使用します。

	支払情報 - 通貨 - 支払いのデフォルト通貨を指定します。

	支払情報 - 支払条件 - この仕入先のデフォルト支払条件を指定します。
ビジネス → 支払条件エディターを使用して、支払条件を前もって登録しなければいけません。

	支払情報 - 税込 - 税金が仕入先からの請求に含まれているかどうかを指定します。
はい、いいえ、全体の設定を使用のいずれかを選択できます。
          
	はいは税金が仕入先請求書の金額に既に含まれていることを意味します。

	いいえは、税金が含まれていないことを意味します。

	全体の設定を使用は編集 → 設定(Mac OS
Xの場合はGnuCash → 設定)
を通じてアクセス可能な全体の設定を使用します。




	支払情報-税額表 - 仕入先請求書の商品に適用するデフォルト税額表を指定します。
ビジネス → 税額表エディターメニュー項目から税額表を登録しなければいけません。



仕入先を新規作成ウィンドウは次のようになります。
[image: 仕入先を新規作成ウィンドウ]仕入先を新規作成ウィンドウ
	       




検索と編集



既存の仕入先を検索するためには、ビジネス → 仕入先 → 仕入先を検索ウィンドウを使用します。
検索結果から仕入先を選択し、仕入先を表示/編集するを選択します。
このウィンドウは、仕入先請求書を入力して支払処理をする時に、仕入先を探すためにも使用します。
[image: 仕入先を検索ウィンドウ]仕入先を検索ウィンドウ
	       



多くの仕入先が入力した検索条件に一致した場合、現在の結果の中で絞り込み検索を実行することによって検索結果を絞り込むことができます。
現在の検索結果を絞り込むラジオボタンが選択されている場合、現在の検索結果の中で検索されます。
GnuCashでは実際には最初の検索を実行した後にこのオプションを選択できるようになります。
探している仕入先が指定した検索条件に一致しない場合、検索条件を変更し、新規検索ラジオボタンをクリックしてから、検索ボタンをクリックします。
適切な手順は新規検索を選択することです。
仕入先が元の検索の結果に無く、この検索結果を絞り込むだけであった場合、新しい検索条件にかかわらず仕入先を見つけることができません。
注記
すべての登録しているアクティブな仕入先のリストに戻ってくるには、検索条件に正規表現に一致するを選択し、単一のドット「.」をテキスト欄に入力します。
アクティブなデータのみを検索がチェックされていることを確認してから、検索をクリックしてください。
正規表現「.」は、何にでも一致することを意味します。



仕入先請求のまとめ



仕入先請求のまとめは、同じ仕入先からの複数の請求を一まとまりにするのに使用します。
仕入先請求のまとめ機能の使用はオプションです。
同じ仕入先からの複数の請求があり、まとめた請求に関連するすべての仕入先請求書を見たい時、この機能は役に立ちます。
仕入先請求のまとめ機能を使用するためには、ビジネス → 仕入先 → 請求のまとめを新規作成を選択します。
請求のまとめを新規作成ウィンドウが表示されます。
編集可能な欄は次の通りです。
	請求のまとめ情報 - 請求のまとめ番号 (オプション) - この請求のまとめのために番号を入力します。
空欄にした場合、自動的に番号が選択されます。

	請求のまとめ情報 - 請求のまとめの名前 - 新規請求のまとめに割り当てる名前を入力します。

	所有者情報 - 仕入先 - 請求のまとめの作成対象となる仕入先を入力します。

	所有者情報 - 請求ID - この仕入先請求のまとめを参照するための番号です (例えば、注文番号)。

	アクティブな請求のまとめ - 請求のまとめをアクティブにするか非アクティブにするかを切り替えます。
多くの非アクティブな請求のまとめを持っている場合に役に立ちます。アクティブと設定されている請求のまとめだけを検索するのが簡単になります。



[image: 仕入先請求のまとめを新規作成]仕入先請求のまとめを新規作成



既存の仕入先請求のまとめを編集するためには、ビジネス → 仕入先 → 請求のまとめを検索を使用します。
検索結果で編集する請求のまとめを選択して、請求のまとめの参照/編集ボタンをクリックします。
請求のまとめに関連している仕入先請求書を選択するためには、ビジネス → 仕入先 → 請求のまとめを検索を使用します。
検索結果で目的の請求のまとめを選択して、得先請求書を表示ボタンをクリックします。
この請求書のまとめに関連している仕入先請求書一覧を表示するウィンドウが表示されます。
メインウィンドウで仕入先請求書エディターを開くためには、仕入先請求書を選択して、得先請求書を表示ボタンをクリックします。

本書に関して



本書の目標は、あなたの時間を節約することです。
これにより、可能な限り素早くGnuCashを使用し始めることができます。
各章は単純な形式に従っています。
各章は、その章で説明され使用される一般的なテーマと用語を紹介する「概念」節で始まります。
次に「How-To」節が続き、個別の手順を説明します。
最後に「まとめ」節で、詳細かつ具体的な例を記述し、章が終了します。
初めてのユーザーには、「概念」節が非常に役立つでしょう。
これらは財務をうまく追跡する手法のリファレンスとなり、また財務の背景と用語への一般的な導入として使うことができます。
経験のあるユーザーは、「How-To」節をさっと読むことで素早く手順を探すことができます。
これらの節には特定の作業を実行するための適切な手順が説明されています。
「まとめ」節はチュートリアル形式の実例で説明されています。
2章基礎のファイル作成から始まり、引き続く各章はそれぞれ前章のチュートリアルを足場としています。
本書は3部で構成されています。 
	はじめに

	個人財務の管理

	企業財務の管理



はじめにはGnuCashを使用し始めるために必要な情報の中でも、最も基本的な情報が説明されています。
クイックスタートガイドとしてこの部を使用してください。
これらの章でGnuCashの基本機能を身に付けることができます。 
	1章概要

	2章基礎

	3章勘定科目

	4章取引



個人財務の管理では、GnuCashの一般的な利用法と機能をさらに詳細に説明しています。
GnuCashを日常の状況に適用する方法に関する良くある質問に基づいて、より個別の手順が分かるでしょう。
この部では利用方法と機能が説明されています。 
	5章小切手帳

	6章クレジットカード

	7章ローン

	8章投資

	9章資本利得

	10章複数通貨



企業財務の管理では、GnuCashを企業会計で使用する方法を説明しています。 
	11章減価償却

	12章売掛金

	13章買掛金

	14章給与支払い

	15章予算

	16章その他の資産



また、本書には付録があります。付録には必要となるかもしれないその他の情報が含まれています。
	付録A 移行ガイド - Quicken®、MS
Moneyまたは他のQIF利用者のためのガイド

	付録B 良くある質問 (FAQ)

	付録C 寄付された勘定科目ツリー

	付録D 補助ファイル形式

	付録E GNU Free Documentation License



最後に用語集と索引があります。これにより素早く情報の場所を探すことができます。
注記
訳注 : 本書は原文に合わせて通貨として米ドルを利用しています。必要に合わせて日本円に置き換えて読んでください。概念は同じです。 LC_MONETARY環境変数を設定することでデフォルトの通貨を変更できます。


QIFデータの確認 (議論)




 

利付き勘定科目



固定または変動利率の投資は、利用可能な投資の中で最も簡単かつ一般的な形式の一つです。
利付き投資には銀行預金口座、定期預金および元本から利子を受け取る他のいかなる種類の投資も含まれます。
本節ではGnuCashでこの種類の投資を扱う方法を説明します。
勘定科目のセットアップ



利付き投資を購入する時は、投資の購入を記録する資産勘定科目、利子からの収益を記録する収益勘定科目、および銀行手数料を記録する費用勘定科目を作成しなければいけません。
次は、銀行の利付き普通預金勘定科目と定期預金勘定科目の配置例です。


資産

   ABC銀行

      定期預金

      普通預金

費用

   ABC銀行

      手数料

収益

   ABC銀行

      利子



いつものように、この勘定科目階層は例のための単純なものです。実態と最も良く一致した配置の勘定科目を作成してください。

例



では、実際の金額をこれらの勘定科目に入力しましょう。
1%の利子が付く普通預金口座に10,000ドル預けている状態で始めます。そして、6カ月満期、利率2%の定期預金に5,000ドル預け替えます。
明らかに、普通預金より定期預金にお金を預けた方がずっと良いです。
最初の預け替え後、勘定科目は次のようになります。
[image: 関心がある投資のセットアップ]この画像は定期預金勘定科目を新規作成し、投資した後の勘定科目記録簿です。 



そして、次の6カ月間、銀行口座の活動について説明する銀行計算書を毎月受け取ります。
この作成例では、お金が銀行にある状態で何もしません。よって活動は利子収益と銀行手数料だけです。
毎月の銀行手数料は2ドルです。
6カ月後、定期預金記録簿ウィンドウは次のようになります。
[image: 関心がある投資のセットアップ]この画像は6カ月後の定期預金勘定科目記録簿です。 



そして、これがメインGnuCashウィンドウです。
[image: 関心がある投資のセットアップ]この画像は6カ月後の勘定科目です。
          



この投資が6カ月間でどうなったかの要約が、前にあるGnuCashメイン勘定科目ウィンドウ画面で良く分かります。
定期預金の利率は普通預金の利率の2倍です。定期預金のリターンは50.21ドルです。それに対して普通預金のリターンは13.03ドルで、おおよそ4倍になっています。
なぜでしょう?
普通預金に課される、やっかいな2ドルの銀行手数料のためです (6カ月で12ドルにのぼりました)。
この6カ月の期間後に定期預金は満期になりました。これは、中途解約違約金無しで払い戻しを受けられることを意味します。
これにより、定期預金勘定科目から普通預金勘定科目へ単純に5050.21ドル資金移動することができます。


第4章 取引



本章ではGnuCashでの取引を理解し使用するために必要な基本的な情報を説明します。
勘定科目とは勘定科目表のフレームワークと構造であり、取引とは各勘定科目に入力されるデータです。
基本概念



GnuCashなどの複式記帳法会計システムにおける取引は2つ以上の勘定科目間の資金交換です。
したがって、一つの取引は常に少なくとも2つの部分、資金移動元および資金移動先勘定科目で構成されなければなりません。

資金移動元勘定科目は資金移動先勘定科目に金銭的な価値を渡しています。
会計士は、これらの取引の要素を帳簿記入と呼びます。
GnuCashではスプリットと呼ばれます。
例えば、給与を受け取り、銀行の普通預金口座に貯金するとします。
発生する取引は、銀行の普通預金勘定科目(資産)による収益勘定科目からのお金の受け取りです。
2つの勘定科目が影響を受け、この場合は純資産が純増します。
GnuCashで取引を処理する際は、勘定科目記録簿を使用して行います。
作成するすべての勘定科目は勘定科目記録簿を保持しています。
小切手帳を追跡する際に使用するログと非常に似ているので、それはなじみ深く見えるでしょう。


付録A 移行ガイド




本付録は、現在、他の財務ソフトウエアパッケージを使用しているユーザーがGnuCashへ移行することを助けるためのものです。
他のソフトウエアパッケージに対するGnuCash勘定科目の割り当ての概念的な差異を扱います。
  
カテゴリに対する勘定科目の使用




他の個人向け財務プログラムに詳しい場合、既にカテゴリとして収益と費用を追跡するのに慣れているでしょう。
GnuCashは複式記帳法 (2.1節を参照) を使用するので、収益、費用は勘定科目で追跡します。
基本概念は同じですが、勘定科目構造は一般的な商慣行に従うように、より一貫しています。
よって、個人利用者だけでなくビジネス利用者も、GnuCashによって、個人の勘定科目と同様にビジネス勘定科目の動向を追跡することが簡単にできます。


収益と費用勘定科目はカテゴリと同じ情報を提供します。しかし、取引を入力する際には柔軟性がより高くなります。
GnuCashでは、収益と費用勘定科目記録簿を通して取引を直接入力するというオプションがあります。
カテゴリを使用する他のプログラムでは、カテゴリに対する「勘定科目記録簿」が無いので、この方法を使用することができません。


カテゴリで処理する方法により満足している場合、カテゴリで収益と費用勘定科目を処理するのと全く同じ方法をGnuCash内で使用することもできます。
Quicken®および類似のプログラムでは、取引には勘定科目とカテゴリを必要とします。
GnuCashで収益または費用勘定科目名を他のプログラムで通常入力しているカテゴリ名に置き換えれば、結果は同じになります。
取引の入力については4章を参照してください。



第14章 給与支払い



給与支払いは従業員への支払額、給与総額、有給休暇、および控除額に関する財務的な記録です。
本章ではGnuCashを使用して給与支払いをどのように追跡するかについて説明します。
基本概念



給与支払いは従業員への支払額、給与総額、有給休暇、および控除額に関する財務的な記録です。
基本的に従業員へのお金の支払いや福利厚生の提供に関係するすべてのことです。
給与支払いには多くの異なる勘定科目、人々、機関が関係するので、給与支払いは会計処理においてより複雑な仕事の一つです。
給与支払いは通常費用として計上します。
会計士によっては、給与支払い費用を短期負債勘定科目として「保存」することがあります。
従業員への支払いと異なる時間に支払われることがある所得税などに、短期負債勘定科目は役に立ちます。
従業員には隔週で給与を支払うかもしれません。一方、税金は四半期に1回に支払います。
本章では給与支払いをすぐに費用計上し、一方で負債勘定科目に税金を保存する方法について説明します。
注記
GnuCashには統合給与システムはありません。
GnuCashで給与支払い経費を追跡している間、GnuCashの外で税金と控除額の計算をしなければいけません。



出金の入力



いかなる理由であろうとも、銀行口座からお金を引き出す時は、銀行口座から他の場所への資金移動です。
GnuCashでは、他の場所も勘定科目として追跡します。
支出に関してより詳細な勘定科目を作成して使用すればするほど、お金がどこに行くのかに関して詳しい情報を得ることができます。
出金は多くの形態を取ります。
ATM(現金自動預払機)での出金は最も一般的な取引の一つです。
請求書の支払い、商品の購入または慈善の寄付のために小切手を書くことも、出金の一つの方法です。
取引銀行によりますが、口座から預金を引き出すために、銀行がサービス手数料を取るかもしれません。
他の口座へのお金の振り替えも出金です。
GnuCashでこれらの各種出金をどのように記録するか詳しく見てみることにします。
ATM/現金での出金



現金の出金は銀行勘定科目から現金勘定科目までの資金移動として扱われます。
GnuCashには現金での購入を追跡する専用の現金タイプ勘定科目があります。よって、ATMや他の現金の出金を記録するためには現金勘定科目をセットアップしてください。
現金勘定科目では、詳細に関して異なるレベルで使用することができます。
基本レベルでは、当座預金勘定科目から現金勘定科目まで単に資金移動するだけです。
これでは、ある日にいくらの出金があったのか分かりますが、何にお金を費やしたかは分かりません。
もう少し手間をかけて、現金で購入した物も記録するために現金勘定科目を使用し、何にお金を費やしたかを知ることができます。
現金勘定科目から費用勘定科目までの資金移動としてこれらの買い物を記録します。
幾ばくかの人は現金での買い物を毎回記録しますが、これは多くの手間がかかります。
より簡単な方法は、レシートを持っている買い物を記録し、次に財布にある金額と合うように勘定科目の貸借残高を調整することです。
出金のために少なくとも一つの現金勘定科目をセットアップするのは名案です。
お金を何に費やしたかまで追跡すると決めたら、お金を費やした取引を入力します。
使用したい詳細のレベルを決定します。


未作成のローン文書





 -Entering a Payment Schedule

     -Monthly Payments (How-To)

     ---See the Mortgage assistant

     ----ARM 10/1 means 10 year fixed interest rate, then changes every year

     ----ARM 10/3 means 10 year fixed interest rate, then changes every third year

     -Final Payment (How-To)

     ---Same as a normal payment, but you get the figures from the bank

     ---How to fix 10 amortization and then a final bulk payment setup?



 -Putting It All Together




勘定科目のセットアップ



借手がローンを受ける時、通常は何か価値のある買い物を行うという意思を持っています。
事実上、ほとんどのローンは、借手が家などの何らかの前もって決められている資産を買うことを要求します。
この資産はローンが債務不履行になった時の借手に対する保険です。
必ずしも高価な資産に関連していないローンの例はもちろんあります。学資ローンなどです。
ここで勘定科目の構造を示して、ローンが資産を購入する埋め合わせに使用されたと見なします。
ローンは負債です。ローンから発生する利子は継続した費用です。その他、支払わなければいけないどんな管理手数料も別の形の費用です。
ローンからのお金で購入されたものは、資産です。
これらのパラメータを使用して、基本的なローン勘定科目の構造を示します。


基本的なローン勘定科目構造



-資産

    -流動資産

        -普通預金

    -固定資産

        -購入した資産

-負債

   -ローン

       -担保付きローン

-費用

   -利子

       -担保付きローン利子

   -担保付きローン管理手数料



GnuCashには、自動車のローンや住宅ローンを含む、多くの既定義ローン勘定科目階層が利用可能です。
これらの既定義勘定科目構造にアクセスするためには、アクション → 勘定科目階層を新規作成...をクリックし、関心があるローンタイプを選択します。

外貨購入の記録(How-To)



2つの異なった方法で外貨購入の記録を行うことができます。
1)
取引を行う時に、GnuCash組み込みの通貨為替機能を使用します。
これは1回の取引、および定期的に発生しない取引に主に使用します。
2)
同じ通貨を使用する勘定科目すべてが関与する、購入のための個別の勘定科目を使用します。
追跡と捕捉をはるかに良く行うことができるので、これは推奨される方法です。
この方法では、一度通貨為替取引を行い、その後に通常の取引を行います。
本節以降では、オプション2)に基づいてより詳しく説明します。
外貨建て資産の購入



あなたはフロリダ州に通常居住しているとします。したがって、デフォルトの通貨として米ドルを使用します。
しかし、バハマに旅行して釣りをするのが好きです。
釣りが非常に好きなため、バハマでボートを購入することを決めました。
これを行うために、ジャマイカで銀行預金口座を開きました。そしてアメリカからいくらかのお金を移しました。そして、夢であったボートを購入しました
(最小構成)。
これを記録するために、GnuCashでは次の基本勘定科目構造を使用します。


-資産                          (USD)

   -流動資産                   (USD)

      -米国銀行                (USD)

      -ジャマイカ銀行          (JMD)

   -固定資産                   (USD)

      -ボート                  (JMD)

-純資産                        (USD)

   -開始残高

      -USD            (USD)



注: それぞれの勘定科目の通貨は小括弧で表示しています。



最初に、いくらかのお金 (10,000ドル) をジャマイカ銀行勘定科目に資金移動する必要があります。このためにいつもの米国銀行勘定科目
(貸借残高100,000ドル) を使用します。
銀行は、USD 1 = JMD 64の為替レートを提示します。また、両替手数料として150米ドルを請求します。
[image: 通貨の資金移動]ジャマイカへの資金移動



ジャマイカ銀行の取引行 (9,850.00ドル)
を選択し、右クリックして、為替・交換レートを編集を選択します。
[image: 為替レートの編集]通貨取引で為替レートを指定するダイアログウィンドウ



為替レート欄に銀行が提示した為替レートである64 (1 USD = 64 JMD)を入力します。
資金移動 (為替レート編集)
ウィンドウでOKをクリックし、このスプリット取引を保存します。
メイン勘定科目表は次のようになります。
[image: ボート購入前の勘定科目表]ボート購入前の勘定科目表



ボートを見つけました。509,000ジャマイカ・ドルという安売りのため、それを購入することに決めました。
GnuCashでこの取引を記録するために、資産:流動資産:ジャマイカ銀行勘定科目から509,000ジャマイカ・ドルを引き出し、資産:固定資産:ボートへ資金移動する単純な取引を入力する必要があります。
[image: ボート購入後の勘定科目表]ボート購入後の勘定科目表



勘定科目表は、ボートの価格 (509,000ジャマイカ・ドル)
分銀行勘定科目が減少し、同じ金額分ボート固定資産勘定科目が増加しているのを反映しています。
また、合計(USD)を表示させると、米ドルでの評価額が分かります。
米ドルでの評価額は、自動または手動で更新されたGnuCashの最新の為替レートを常に反映します。
      

外国株の購入



この例では、デフォルトの通貨と異なる通貨で価格を付けられる株式を購入する方法を説明します。
あなたはニューヨークに住んでいて、デフォルトの通貨として米ドルを設定していると仮定します。
香港ドル建ての香港で取引される株式を購入すると決めます。
株式と証券会社あたりのさまざまな損益も追跡します。
北京空港 (香港) の株式を購入すると決めます。
(結局、2008年の北京オリンピックが終了して、価格は現実の世界に戻りました。)
注記

         この株式 (北京空港) は単に例として選んだだけであり、どんな種類の株式購入アドバイスとしても見なしてはいけません。
      

銘柄記号が何であるかを調べる必要があります。
これを行うために、インターネット、特にYahoo! Finance - Ticker
Symbol Lookup (http://finance.yahoo.com/lookup)
で少し調査を行います。
すると次のようになります。
	北京空港の Yahoo! での銘柄記号は 0694.HKです。



すべてのさまざま損益を追跡可能にするために、次の勘定科目構造を作成します。


資産:投資:証券会社:好況:0694.HK                        (北京空港)

資産:投資:証券会社:好況:現金                           (HKD)

純資産:開始残高:HKD                                    (HKD)

費用:手数料:好況.0694.HK                               (HKD)

収益:投資:配当:好況:0694.HK                            (HKD)



必要なすべての勘定科目を作成後、勘定科目表はこのようになります。
[image: 国際株式勘定科目表]国際株式勘定科目表



株式の定義は証券エディターで見ることができます
(ツール+証券エディター)。
      
[image: 国際証券]国際証券



いくらかのお金 (50,000香港ドル)
を証券会社の現金勘定科目(資産:投資:証券会社:好況:現金)に移していないなら 、純資産 (香港ドル)
勘定科目または既存の銀行勘定科目 (通貨両替) を使用して、ここで行います。
株価が1株あたり3香港ドルであると仮定します。
この購入を記録するために証券会社の香港ドル現金勘定科目 (資産:投資:証券会社:好況:現金)
を開き、次のように入力します。


株式購入

        資産:投資:証券会社:好況:現金                  出金 50,000

        費用:投資:手数料:好況:HKD                     入金 500

        資産:投資:証券会社:好況:0694                  入金 49,500 (16,500株)

資金移動ダイアログボックスが自動的に現れない場合、株式行を右クリックし、為替・交換レートを編集を選択します。
資金移動先金額に株式数 (16,500) を入力します。
      
[image: 資金移動]資金移動ダイアログへの株式数入力



勘定科目表に戻って来たら、株式勘定科目の合計に購入した株式数が反映されているのが分かります。
[image: 国際株式の購入]
            国際株式の勘定科目表
          



しかしながら、表示されているように、GnuCashに米ドルと香港ドル間の為替レートを設定していないなら、米ドルの合計は0になります。
これを修正するためには、ツール → 価格エディターを選択し、相場表を取得ボタンをクリックして、必要な為替レートを自動的に取得するようにします。
注記
この例は、支払いを行う現金勘定科目の記録簿で取引を入力することによって、どんな通貨でも株式を購入することができることを表します。
株式勘定科目の記録簿でも購入取引を入力することができますが、実際に行う際は気を付けてください。
そのようにすると、株式勘定科目の親勘定科目の通貨で株式が価格を付けられると仮定されます。
この例では、株式勘定科目の親勘定科目 (資産:投資:証券会社:好況) である香港ドルに決定されます。
これは株式の価格と同じ通貨なので、この場合は購入を株式勘定科目の記録簿で入力したとしても安全です。



友人への個人貸付 (How-To)



いつも銀行からお金を借りるとは限りません。家族からお金を借りることもしばしばあるでしょう。おそらくお金を友人に貸し付けることすらあるでしょう。
本How-To章では、友人へのお金の貸し付けを扱う方法について説明します。
このHow-Toでは、次の一般的な勘定科目構造に基づいています。


-資産

   -銀行

        -普通預金

   -貸付

        -人

-収益

   -利子収益

        -人



この例では、友人ピーターへの2,000ドル(デフォルトの通貨)の個人貸付を、どのように追跡するかを説明します。
ローン仕様



ピーターはあなたから2,000ドルを借りたいと思っています。そして、次の18カ月間、毎月返済をする計画にしています。
彼は (そんなに親しくない) 友人なので、二人は年利5%で合意します。
ピーターのローン仕様をまとめると次のようになります。
      
	元本 - 2,000ドル

	期間 - 18カ月間(毎年12回支払い)

	実質年率: 5%

	毎月支払額 : ??



それではどのように毎月支払額を計算しますか?
紙とペン、Linux計算機、OpenOffice.org
Calcのモジュールのように多くの異なった方法がありますが、最も簡単なのは、GnuCash財務計算機を使用することです。
これにより、毎月支払額は115.56ドルであることが分かります。
適切な簿記をするためには、このうち利子がいくらであり、元本がいくらであるかを知る必要があります。
このためには、OpenOffice.org
Calcモジュールや特別なPMT機能のような、より強力なツールが必要となります。
[image: 個人ローン詳細の計算]ピーターへの個人ローンの詳細




ローンのための勘定科目



次の勘定科目で開始します (すべての勘定科目が同じ通貨、この場合U.S.ドルとします)。


資産:銀行:USD

資産:貸付:ピーター

収益:利子収益:ピーター

純資産:開始残高:USD




お金の貸付



お金を友人に貸し付ける時は、実際は、資産勘定科目 (銀行、小切手、または同様のもの)
から、資産勘定科目貸付への資金移動です。
これを記録するために、資産:貸付:友人勘定科目へ次の取引を入力します。
表7.2 友人への個人貸付
	勘定科目	増加	減少
	資産:貸付:友人	2,000ドル	 
	資産:銀行:USD	 	2,000ドル





[image: お金の貸付]お金を貸し付けた後の勘定科目表




最初の返済の受け取り



最初の返済 (115.56ドル) を受け取る時、ローンの元本がいくらで、ローンの利子がいくらかを決定する必要があります。
	この期間の貸付残高総額 = 2,000ドル

	1カ月あたりの返済額 = 115.56ドル

	支払い明細

	5%/12 * 2,000ドル = 8.33ドルの利子

	115.56ドル - 8.33ドル = 107.23ドルの元本



これはGnuCashでは次のように入力します。
[image: 最初の返済]最初の返済に関する詳細



ピーターのローン未払い残高は、2,000ドル - 107.23ドル = 1,892.77ドルとなります。

2回目の返済の受け取り



2回目の返済 (115.56ドル) を受け取る時、ローンの元本がいくらで、ローンの利子がいくらかを決定する必要があります。
	この期間の融資残高総額 = 1,892.77ドル

	1カ月あたりの返済額 = 115.56ドル

	支払い明細

	5%/12 * 1,892.77ドル = 7.89ドルの利子

	115.56ドル - 7.89ドル = 107.67ドルの元本



これはGnuCashでは次のように入力します。
[image: 2回目の返済]2回目の返済に関する詳細



ピーターのローンの未払い残高は、1,892.77ドル - 107.67ドル = 1,785.10ドルとなります。
2回目の返済後の勘定科目表は次のようになります。
[image: 2回目の返済後の勘定科目表]2回目の返済後の勘定科目表



見て分かる通り、元本も利子も毎月異なります。
このため、毎回の返済を受けるたびに、適切な計算をしてスプリットに異なる金額を入力する必要があります。
利子の金額は元本が0となる最後の支払いまで、(ローン総額が少なくなっていくと計算されるので) だんだん少なくなっていきます。
詳細に関してはピーターへの個人ローンの詳細を参照してください。


まとめ



本章の前節で、GnuCashでの取引の動作に関する概念と仕組みを説明しました。
本節では、前章で作成した初期状態の勘定科目表にいくつかの開始残高を設定し、取引と予定取引を追加することによって、勘定科目表を拡張します。
GnuCashファイルを開く



最初に、保存した前のデータファイルgcashdata_3emptyAcctsを開き、直接gcashdata_4として保存します。
メインウィンドウは今このようになります。
[image: まとめにおける開始点]この画像が本節の開始点です。




開始残高



前に資産:当座預金勘定科目で説明したように、勘定科目の開始残高は、純資産:開始残高と呼ばれる特別な勘定科目に通常は割り当てます。
この勘定科目表で入力を開始するために、勘定科目に対して開始残高を設定することから始めます。
普通預金口座には1000ドルあり、クレジットカードに500ドルの未決済残高があると仮定します。
	資産:普通預金勘定科目記録簿を開きます。
メニューから表示を選択して、基本元帳スタイルであることを確認してください。
後で他のモードでの取引を見ますが、しかし当分はデフォルトである基本元帳スタイルを使用して基本的な取引を入力しましょう。

	資産:普通預金勘定科目記録簿ウィンドウから基本的な2勘定科目取引を入力し、純資産:開始残高から資金移動をして、開始残高を1000ドルに設定します。
基本的な取引は、元の勘定科目から先の勘定科目までへの資金移動であることを忘れないでください。
取引を記録します(Enterキーを押すか、または入力ボタンをクリックします)。

	資産:当座預金勘定科目記録簿ウィンドウから基本的な2勘定科目取引を入力し、純資産:開始残高から資金移動をして、開始残高を1000ドルに設定します。

	負債:Visa勘定科目記録簿ウィンドウから基本的な2勘定科目取引を入力し、純資産:開始残高から資金移動をして、開始残高を500ドルに設定します。
請求としてVisa勘定科目に500ドル入力することによってこれを行います(または開始残高勘定科目を減少させます)。なぜならそれは借りているお金だからです。
取引を記録します(Enterキーを押すか、または入力ボタンをクリックします)。



今、開始残高が設定された3つの勘定科目ができました。
資産:当座預金、資産:普通預金、負債:Visaです。
[image: 開始残高設定後の勘定科目記録簿]この画像が開始残高です。




取引を追加する例



これから1カ月の費用をシミュレートするために、さらに取引を追加します。
1カ月間で、電気料金に78ドル、電話料金に45ドルおよび家賃に350ドル費やすとします。
すべて小切手で支払います。
食費にも45.21ドル費やします。給料を670ドル受け取ります。また、今月のインターネット費用を支払います。
最後に、普通預金口座から当座預金口座まで100ドル振り替えます。
	費用:電気料金勘定科目記録簿を開き、今月の終わり(例:2006年3月28日)に、78ドルの電気料金の請求に対して支払いを行う単純な2勘定科目取引を入力します。
説明(例:電気料金)と小切手番号(例:102)を入力します。
資金移動勘定科目は資産:当座預金にします。

	資産:当座預金勘定科目記録簿を開き、今月の終わり(例:2006年3月28日)に45ドルの電話料金の請求に対して支払いを行う単純な2勘定科目取引を入力します。
説明(例:電話料金)と小切手番号(例:103)を入力します。
資金移動勘定科目は費用:電話料金にします。
貸方(費用勘定科目)または借方(資産勘定科目)のどちらからでも費用取引を入力できることを覚えてください。

	費用:家賃勘定科目記録簿を開き、今月の終わり(例:2006年3月28日)に350ドルの家賃を支払う単純な2勘定科目取引を入力します。
説明(例:4月分の家賃)と小切手番号(例:104)を入力します。
資金移動勘定科目は資産:当座預金にします。

	ツールバーの複製ボタンを使用してこの取引を複製します。
最初に、現在の家賃取引をクリックしします。そして複製アイコンをクリックします。
1カ月以上先の取引日付(例:2006年4月28日)を入力します。GnuCashでは現在の取引と将来の取引を分離するために青い罫線が使用されることを覚えてください。
このように、発生する前に取引を入力することができます。
家賃は予測できる将来にわたって一定であるので、家賃を支払うために予定取引をセットアップすることもできます。 
	まず、現在の家賃取引(4月28日)をクリックし、次に予定取引アイコンをクリックます。

	頻度のパターンを月に変更し、必要に応じて説明を変更し、OKを押します。




	普通預金口座から当座預金口座へ振り替えるためには、資産:普通預金勘定科目記録簿を開き、資金移動が資産:当座預金、金額が100ドルの新しい取引を追加します。日付は2006年3月6日にします。

	簡単な2勘定科目取引の別の例として、食料品を3月5日に45.21ドル分購入した取引を追加します。
資産:当座預金勘定科目で、資金移動に費用:食費を設定します。
勘定科目記録簿は以下のようになります:

	資産:当座預金勘定科目記録簿ウィンドウから給与取引を追加するために、新規取引の行をクリックして、スプリットをクリックします。
まず、一行目に日付(3月14日)とこの取引の説明(例:「Employers R Us」)を入力します。
下の「スプリット」行で、資産:当座預金への入金(例:670ドル)を入力します。
さまざまな税金の支払いを続けます(資産:当座預金(例:670ドル)、費用:税金:国税l(例:180ドル)、費用:税金:医療保険(例:90ドル)および費用:税金:社会保障(例:60ドル))。そして最後に、給与総額(例:1000ドル)を収益:給与から引き出す資金移動を行います。

	インターネット料金として、28日に20ドルを支払う必要もあります。



[image: すべての各種取引を入力した後の勘定科目記録簿]この画像が4章取引後の貸借残高です。




ファイルの保存



帳票の節に進む前にGnuCashデータファイル(gcashdata_4)を保存しましょう。

帳票



コンピューター画面で利用可能なデータを持っているだけは、あなたの会計士は幸福になりません。そのため、GnuCashには多くの高度にカスタマイズ可能な帳票があります。
キャッシュフロー帳票および取引出納帳を見てみましょう。
	最初に、3月分のキャッシュフロー帳票を見ましょう。
帳票 → 収益・費用 → キャッシュフローでキャッシュフロー帳票を選択します。
[image: 3月のキャッシュフロー帳票]この画像が4章取引の後のキャッシュフロー帳票です。



カスタマイズした帳票を得るためには、帳票を右クリックして、帳票オプションを選択します。
次に期間を設定し、帳票に出力したい勘定科目を指定します。

	今度は、当座預金勘定科目に関連する取引帳票を見ましょう。
帳票 → 取引出納帳で取引出納帳を選択します。
[image: 3月の当座預金勘定科目の取引出納帳]この画像は3月の当座預金勘定科目の取引出納帳です。 




	今度は、さまざまな費用勘定科目のみを表示する取引出納帳に変更しましょう。
[image: 3月の費用勘定科目の取引出納帳]この画像は3月のさまざまな費用勘定科目の取引出納帳です。 








第6章 クレジットカード



本章ではGnuCashを使用して、クレジットカードを管理する方法を説明します。
概念



毎月クレジットカード会社に小切手を切るか電子決済を行うので、クレジットカードの請求を費用として考える人がいるかもしれません。しかし、本当は費用ではありません。
なぜでしょう?
クレジットカードによる会計は短期借り入れです。買い物を行う時はその短期借り入れを使用します。最終的にお金を返済しなければならない時、しばしば(金融手数料として)利子が発生します。
クレジットカードで行った買い物は費用です。
クレジットカードでの取引を入力する場合には、2種類のオプションが存在します。希望する詳細レベルに合うものを選択してください。
最も単純な方法は、クレジットカード会社への毎月の支払いを単に追跡することです。
銀行勘定科目から、クレジットカード費用勘定科目に1カ月あたり1回の資金移動を入力します。
これにより毎月クレジットカード会社に支払う金額は分かります。しかし、クレジットカード未払い残高やクレジットカードでの買い物に関する情報は少しも分かりません。
GnuCashでクレジットカードを追跡するより完全な方法は、買い物と支払いをそれぞれ別の取引で入力することです。
クレジットカード勘定科目記録簿を使用して、その月を通じてずっとレシートを入力します。
クレジットカード明細書が到着したら、明細書とクレジットカード勘定科目を照合します。そして返済を当座預金勘定科目からクレジットカード勘定科目までの資金移動として入力します。
この方法を使うと、その月を通じて、残高に関するより多くの情報を知ることができ、照合の際にどんな差分も分かります。しかし、より多くのデータを入力しなければいけません。


第1章 概要



序論



GnuCashはあなたのために作られた個人向け財務ソフトウエアパッケージです。
それは単純なものから非常に複雑なものまであなたのすべての財務情報の動向をおさえるほど多目的に使えます。
それは世界全体にわたる通貨をサポートする数少ない財務ソフトウエアパッケージの一つです。そして、この種の唯一のオープンソースプログラムです。
さらに良いことに、GnuCashは学ぶのも使用するのも簡単です!
では、GnuCashで何ができるのでしょうか?
好みに合わせて詳細に個人の財務状況の動向をおさえることができます。
手始めに、GnuCashを使用して小切手帳の動向をおさえるのが良いでしょう。
そして、お金を何に費やしているかをよりはっきりさせるためにクレジットカードでの買い物および現金を追跡すると決めるでしょう。
投資を始める時、GnuCashを利用してポートフォリオを観察するすることができます。
車や家を購入しますか?
GnuCashを使って投資計画やローン支払いの追跡をすることができます。
財務活動が地球規模に及んでいるなら、GnuCashはあなたが必要とする、すべての複数通貨のサポートを提供します。
[image: GnuCash勘定科目表 - ティーザー広告]この画像は複数の通貨および投資に関する勘定科目表を表示します。



GnuCashは個人の資産運用に適していますが、ビジネスで利用するにも十分強力です。
統合された売掛金・買掛金システムから税率表作成まで多くのビジネス機能があります。
これらと他の多くのビジネス機能が、驚くほど強力で使いやすいのが分かるでしょう。


会計処理



Q: どのように税金を処理しますか? 買掛債務としてですか? または、費用としてですか?



A: これは誘導尋問です。あなたは本当に会計士と話さなければなりません。あなたがどう税金を処理するかは、それらがどういう種類の税金でどのようにそれらを処理したいかに本当に依存します。ある場合は費用です。ある場合は負債です。


第17章 Python拡張




    GnuCashには歴史があり、財務データを扱うためにはウィンドウを開いて、操作し、保存し、閉じる必要があるという意味では伝統的なアプリケーションです。
ウィンドウ、メニュー、およびツールバーで行えることには本質的に限界があります。
  

    もう少し柔軟性が必要な場合があるかもしれません。
例えば、組み込み帳票が提供する情報と少し異なっているだけの帳票が必要な場合、または頻繁に行う作業を自動化したい場合などです。
そのようなカスタム操作は、スクリプト言語を書く理想的な候補です。
  

    GnuCashバージョン2.4
からは財務データを操作するためにPythonスクリプトを書くことができるようになりました。
  
注記
Python拡張はソースコードでのオプション機能です。
Pythonスクリプトを有効にするためには、Python拡張を有効にしてGnuCashをコンパイルしなければいけません。そうでない場合は動作しません。
現在のところこのオプションはデフォルトで無効です。必要な場合はGnuCashを自力でコンパイルしなければいけないかもしれません。
    

Python拡張を使用するためには二つの準備ができていなければいけません。
本章ではどのように使用するかについて説明します。
  
注記
本章ではどのようにPythonスクリプトを書くかに関しては説明しません。
代わりに開発者向け文書を参照してください。
    

得意先請求書または仕入先請求書のインポート



インポートを動作させるには、データが固定フィールド、コンマ区切りのデータでなければいけません。
ダウンロードした注文を変換するPythonスクリプト例を次に示します。
    

      

import sys
import csv

VENDOR_ID="000013"
INFILE=sys.argv[1]
INV_ID=sys.argv[2]
try:
  ACCOUNT=sys.argv[3]
except:
  ACCOUNT="Expenses:Materials General"

Reader = csv.reader(open(INFILE), delimiter=',')

# Need to ignore 1st and last rows

for row in Reader:
  if row[0].isdigit(): # We only use numbered lines
    outline=(INV_ID + ",," + VENDOR_ID + ",,,," + row[1] + " > " + row[4] + ",ea," +
      ACCOUNT + "," + row[2] + "," + row[5].replace("GBP", "") + ",,,,no,,,,,,,,")
  print outline
      

    
Rapid Electronics (UK)
からダウンロードした仕入先注文の例は次のようになります。

line number,product code,quantity,availability,product description,unit price,discounts,line total,delivery,sub total,vat,grand total
1,47-3524,100,100 Available,BC848C SOT-23 NPN TRANSISTOR (INF) (RC),GBP0.03,GBP0.00,GBP0.03
2,47-3278,30,30 Available,L78L05ACZ 0.1A +5V VOLTAGE REG (ST) (RC),GBP0.18,GBP0.00,GBP0.18
3,22-0120,1,1 Available,Tube 34 14pin DIL socket, narrow7.62mm, without central support,GBP1.05,GBP0.00,GBP1.05
4,22-0127,1,0 Available<br />1 on Back Order,Tube 17 28pin DIL socket, wide15.24mm, without central support,GBP1.22,GBP0.00,GBP1.22
5,62-0368,1,1 Available,820R CR25 0.25W CF Resistor Pk 100,GBP0.50,GBP0.00,GBP0.50
6,47-3130,100,100 Available,1N4001 1A 50V SILICON RECTIFIER DIODE RC,GBP0.01,GBP0.00,GBP0.01
7,17-0310,1,1 Available,PROFESSIONAL MINATURE PROBE HOOK RED RC,GBP0.90,GBP0.00,GBP0.90
8,17-0312,1,1 Available,PROFESSIONAL MINATURE PROBE HOOK BLACKRC,GBP0.90,GBP0.00,GBP0.90
9,34-0655,1,1 Available,PROTOBLOC 2 BREADBOARD,GBP4.39,GBP0.00,GBP4.39
10,18-0200,1,1 Available,PP3 9V ALKALINE BATTERY "Not For Retail Sale",GBP1.37,GBP0.00,GBP1.37
,,,,,,,,GBP4.95,GBP24.93,GBP4.35,GBP29.28
      

    
Pythonスクリプトで処理した後の同じファイルは次のようになります。

        

MEC-0071,,000013,,,,34-0655 > PROTOBLOC 2 BREADBOARD,ea,Expenses:Materials General,1,4.39,,,,no,,,,,,,,
MEC-0071,,000013,,,,18-0105 > PP3 / PP6 BATTERY CLIP 150MM (RC),ea,Expenses:Materials General,10,0.06,,,,no,,,,,,,,
MEC-0071,,000013,,,,62-0370 > 1k CR25 0.25W CF Resistor Pk 100,ea,Expenses:Materials General,1,0.50,,,,no,,,,,,,,
MEC-0071,,000013,,,,62-0354 > 220R CR25 0.25W CF Resistor Pk 100,ea,Expenses:Materials General,1,0.50,,,,no,,,,,,,,
MEC-0071,,000013,,,,34-5548 > PLAIN DOCUMENT WALLET ASSORTED PK 50 RE,ea,Expenses:Materials General,1,6.95,,,,no,,,,,,,,
MEC-0071,,000013,,,,62-0386 > 4k7 CR25 0.25W CF Resistor Pk 100,ea,Expenses:Materials General,1,0.50,,,,no,,,,,,,,
MEC-0071,,000013,,,,34-0860 > COPPER CLAD SRBP SS 100 X 160 (RC),ea,Expenses:Materials General,5,0.50,,,,no,,,,,,,,
MEC-0071,,000013,,,,18-0163 > PP3 BATTERY HOLDER WITH FLYING LEADS RC,ea,Expenses:Materials General,5,0.23,,,,no,,,,,,,,
MEC-0071,,000013,,,,73-4290 > ATMEGA8-16PU 8-BIT MICRO 8K DIL-28 (RC),ea,Expenses:Materials General,3,1.99,,,,no,,,,,,,,
MEC-0071,,000013,,,,81-0014 > BC108 NPN GP TRANSISTOR RC,ea,Expenses:Materials General,20,0.16,,,,no,,,,,,,,
MEC-0071,,000013,,,,DELIVERY,ea,Expenses:Postage,1,4.95,,,,no,,,,,,,,
MEC-0071,,000013,,,,VAT,tax,Expenses:VAT,1,4.35,,,,no,,,,,,,,
        

    

      見て分かる通りいくつかのフィールドは空白で、いくつかのフィールドはインポートには必要ありません。
最初の行は不要です。また、GnuCashが注文金額を合計するので最後の行も余計です。
必要なのは、欲しい項目を選択してGnuCashにインポートできる正しい形式で出力ファイルを生成することです。
この場合、パーツ番号と説明文列を連結してGnuCash得意先請求書/仕入先請求書の説明欄に入力します。
また、数量と単価の列も必要です。
反対にVAT(付加価値税)列は含まれず、常に0になっています。VATは最後の行で注文の合計金額に対して計算しています。

注記
これは後々問題の原因となります。


この例では、資金移動勘定科目として費用:一般部材勘定科目を割り当てています。
勘定科目や他のデータはインポート後に通常の方法で変更することができます。
費用:一般部材勘定科目が無い場合は、フィールドを空にしておき、インポート時に手動で設定します。
「#」で始まる行はコメントとして無視されます。
    
スクリプトは次のコマンドで呼び出します。
 python importer.py file_to_import,
invoice_id >
file_to_save_as.csv
      
この短いスクリプトはダウンロード形式に合わせて容易に変更できます。
今のところ残っている唯一の制限はフィールド数が固定ということです。
インポートツールはフィールド数に誤りがある行を無視します。
(将来のバージョンでは修正されます)
VENDOR_IDは仕入先を特定するために割り当てるIDです。
raw[N] 項は行内のデータがあるフィールド位置を表します。
最初のフィールドがraw[1]ではなくraw[0]であることに注意が必要です。
    
ファイルの変換が完了したら、ビジネス → 得意先請求書&仕入先請求書のインポートを選択し、新規インポートウィンドウを開きます。
作成したファイルを選択し、仕入先請求書または得意先請求書を選択します。そしてコンマ(,)区切り形式を選択します。
この時点でデータを確認するウィンドウが表示されます。
OKを選択する前に、正しい列にフィールドデータがあることを確認します。
いったんインポートしたら、請求書は通常通編集し、記帳することができます。
    
VAT(付加価値税)、その他の購入時にかかる税金 (日本の場合は消費税) に関して注意が必要です。
前に説明したRapid
Electronicsは仕入先請求書総額に対してVATを計算しています。
一方、GnuCashでは、行の合計ごとにVATを計算し、VATの金額を合計しています。
これにより、VATの金額に数セントの不整合が生じ、購入に使用した銀行またはクレジットカード勘定科目を照合する時に問題が発生する場合があります。
差し当たり、それをどう克服するかについては、個人の良心と会計方法に依存します。
VATを別の行に、配送料と併せて手動で入力する人もいます。
利用者にとっていくつかの作業が残りますが、すべての行を入力するつまらない作業は省くことができます。
    
今後の課題:
現在、インポート形式は非常に制限されており、多くの利用者にとって変換方法に課題があります。
すべての業者のCSV形式に関するテンプレートを加えることは大きすぎて不可能な作業です。また、業者はGnuCashチームに連絡しないで形式を変更します。
今後のインポート機能拡張は利用者からのフィードバックに基づきます。うまくいけば、処理をより簡単であるか、または、より柔軟にすることができます。
しばしば、「簡単」と「柔軟」は両立しないことに注意します。
    
注記
Python (または他の利用可能な言語) が分からない場合、GnuCash利用者メーリングリストにダウンロードしたCSVの例と併せて要望を投稿してください。誰かが変換用のPythonスクリプトを書いてくれるかもしれません。
    

Python作者への備考



インポートを成功させるには、フィールド数を守らなければいけません。よって行末にあるコンマの数も重要です。
      
必須フィールドの全リストは次の通りです。
id, date_opened, owner_id, billingid, notes, date, desc, action, account,
quantity, price, disc_type, disc_how, discount, taxable, taxincluded,
tax_table, date_posted, due_date, account_posted, memo_posted, accu_splits,
      
注記
行末のコンマに注意してください。


それぞれのフィールドの簡単な説明



	id - 得意先/仕入先請求書番号です。
すべての行がこれを含まなければいけません。さもなければ、行は拒絶されます。
          

	date_opened - 空欄の場合、今日の日付が使用されます。
          

	owner_id - 得意先または仕入先のID番号です。
すべての行がこれを含まなければいけません。さもなければ、行は拒絶されます。
          

	billingid - 請求IDです。
          

	notes - 請求書の備考です。
          

	date - 項目行の日付です。
空欄の場合、今日の日付が使用されます。
          

	desc - 通常の得意先/仕入先請求書の説明です。
          

	action - 仕入先請求書では、通常「ea」にします。
          

	account - 商品の資金移動勘定科目です。
          

	quantity - 商品の数量です。
すべての行がこれを含まなければいけません。さもなければ、行は拒絶されます。
          

	price - 商品の単価です。
すべての行がこれを含まなければいけません。さもなければ、行は拒絶されます。
          

	disc_type -
値引のタイプです。「%」または「TODO」で指定します。得意先請求書にのみ当てはまります。
実験では、通貨によってはこのフィールドが必要になります。
          

	disc_how - 得意先請求書にのみ適用されます。
          

	discount - 適用する割引の量です。得意先請求書にのみ適用されます。
          

	taxable -
商品に税金を適用するかどうかを指定します。「y」または空欄にします。
          

	taxincluded -
商品価格に税金が含まれているかどうかを指定します。「y」または空欄にします。
          

	tax_table - 商品に適用する税額表を指定します。
          

	date_posted - 記帳する場合、記帳日を指定します。
通常は空欄のままにし、請求書を編集した後に手動で記帳します。
          

	due_date - 支払期日を指定します。
          

	account_posted - 記帳先勘定科目を指定します。
          

	memo_posted - 記帳する場合には、説明を指定します。
          

	accu_splits -
スプリットを累計するかどうかを指定します。「y」または空欄にします。
          






通貨投資の追跡(How-To)



通貨投資とは、異なる国の通貨が自国通貨に対して相対的に上昇することを望んで投資することです。
これらの取引をGnuCashに入力する時には、どのくらいの詳細に行うかについて決定しなければいけません。
詳細に全く関心がないなら非常に簡単な勘定科目構造で十分です。
それは次のようになります。


    資産:投資:通貨:銀行 (USD)

    資産:投資:通貨:XXX  (XXX)

しかし、さまざまな手数料や、資本利得または資本損失も追跡可能にしたいなら、もう少し複雑な配置を行う必要性があります。
それは次のようになります。


    資産:投資:通貨:銀行                    (USD)

    資産:投資:通貨:外貨預金:XXX            (XXX)

    費用:投資:通貨:外貨預金:XXX            (XXX)

    収益:投資:外貨預金:資本利得:XXX        (XXX)

XXXは投資する通貨です。
通貨投資の購入



資産:投資:通貨:銀行勘定科目から見た典型的な購入注文は次のようになります。
表10.1 スプリット取引を使用した通貨の購入
	勘定科目	入金	出金
	資産:投資:通貨:銀行	 	投資総額
	費用:投資:通貨:通貨銀行:XXX	両替手数料	 
	資産:投資:通貨:XXX	投資総額 - 両替手数料	 





このスプリット(通貨取引)の最後の行を入力し終えた時 、資金移動ウィンドウが表示されます。
このウィンドウが表示されない場合、行を右クリックして為替・交換レートを編集を選択します。
資金移動ウィンドウでは、銀行が提示した為替レートを指定します。

通貨投資の売却



通貨売却取引を入力するのは、通貨勘定科目から銀行勘定科目までの資金移動であることを除き、購入取引と同様に行うことができます (「株式の売却」と同様です)。
通貨売却を適切に記録するためにはスプリット取引を使用しなければいけません。
スプリット取引では、利益 (または損失) は収益:資本利得勘定科目
(または費用:資本損失勘定科目) からの来るものとして会計処理を行わなければいけません。
収益と釣り合いを取るために、スプリット取引内に通貨勘定科目を2回入力する必要があります。
1回は現実の売却を記録するためです (正しい金額と正しい為替レートを使用します)。もう1回は収益の釣り合いをとるためです (合計を0にします)。
要するに、売却の通貨取引は次のようになります。資産:投資:通貨:XXXが2回現れます。
表10.2 スプリット取引を利用した通貨の売却
	勘定科目	入金	出金
	資産:投資:通貨:銀行	売却金額 - 両替手数料	 
	費用:投資:通貨:通貨銀行:XXX	両替手数料	 
	資産:投資:通貨:XXX	 	売却合計
	収益:投資:通貨銀行:資本利得:XXX	[損失]	PROFIT
	資産:投資:通貨:XXX	利益(合計を0にする)	[損失(合計を0にする)]






2. VERBATIM COPYING




      You may copy and distribute the Document in any medium, either
      commercially or noncommercially, provided that this License, the
      copyright notices, and the license notice saying this License
      applies to the Document are reproduced in all copies, and that
      you add no other conditions whatsoever to those of this
      License. You may not use technical measures to obstruct or
      control the reading or further copying of the copies you make or
      distribute. However, you may accept compensation in exchange for
      copies. If you distribute a large enough number of copies you
      must also follow the conditions in section 3.
    

      You may also lend copies, under the same conditions stated
      above, and you may publicly display copies.
    

外貨に関する計算書の照合(How-To)



外貨に関する計算書を照合する方法は、自通貨の銀行計算書を照合する時の方法と同じように行います。
照合する計算書と同一の通貨を設定した勘定科目で勘定科目表を作成した場合、実際の照合方法は自通貨の銀行計算書を照合する方法と全く同じです。辞書を必要とするかもしれないという事実は別としてです。
異なる通貨を利用している場合、勘定科目を照合している間に、ある通貨から別の通貨まで手動で金額を変換しなければいけません。

付録E GNU Free Documentation License


      Version 1.1, March 2000
    

製作著作 © 2000 Free Software Foundation, Inc.


	
Free Software Foundation, Inc. 59 Temple Place, 

        Suite 330, Boston, MA  

        02111-1307  USA

 
	Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this 
        license document, but changing it is not allowed.
      




0. PREAMBLE




      The purpose of this License is to make a manual, textbook, or
      other written document 「free」 in the sense of
      freedom: to assure everyone the effective freedom to copy and
      redistribute it, with or without modifying it, either
      commercially or noncommercially. Secondarily, this License
      preserves for the author and publisher a way to get credit for
      their work, while not being considered responsible for
      modifications made by others.
    

      This License is a kind of 「copyleft」, which means
      that derivative works of the document must themselves be free in
      the same sense. It complements the GNU General Public License,
      which is a copyleft license designed for free software.
    

      We have designed this License in order to use it for manuals for
      free software, because free software needs free documentation: a
      free program should come with manuals providing the same
      freedoms that the software does. But this License is not limited
      to software manuals; it can be used for any textual work,
      regardless of subject matter or whether it is published as a
      printed book. We recommend this License principally for works
      whose purpose is instruction or reference.
    


ローン明細書の照合(How-To)



ローン明細書の照合は、銀行またはクレジットカード明細書の照合と全く同じです。
この期間、すべてのさまざまなローンに関係する取引を記録しなければいけません。負債:ローン:ローン勘定科目に関係するすべてです。
例えば、ローンを少し返済すると、銀行勘定科目と負債勘定科目が減少し、ローン利子が増加します。おそらくローン管理手数料も増加するでしょう。
ローン明細書を手元に置き、ローン勘定科目を開いて、照合アシスタントを開始します。そして記録したすべてのさまざまな取引に照合の印を付けます。
照合を完了した時、差分が0でなければいけません。もしそうでなければ、後は、差分を見つけるために勘定科目を一通り見て、ローン明細書と比べなければいけません。
差分が0であると確認した時、ローン勘定科目は照合済となるので、照合アシスタントを終了します。
照合方法の詳細については「照合」を参照してください。

システムコンポーネント



GnuCashには、統合された買掛金システムがあります。
買掛金システムによって作成される取引は買掛金勘定科目の中に記録されます。
一般的にこの勘定科目内で直接作業をせず、4種類の統合GnuCash買掛金アプリケーションコンポーネントを通じて使用します。
買掛金コンポーネントはビジネス → 仕入先サブメニューから使用可能です。
これらの買掛金コンポーネントは次の通りです。
	仕入先は信用取引で製品またはサービスを購入する人々または会社です。

	仕入先請求書は仕入先が支払いを請求するために送る物理的な請求書を表します。
この仕入先請求書には購入した商品一覧が含まれます。

	請求のまとめ(オプション)では仕入先からの請求をまとめたものを登録します。
請求のまとめは特定の仕入先からの複数の請求を一まとまりにすることができる仕組みです。

	支払処理は仕入先からの買掛となっている支払いを登録するために使用します。



次の節ではそれぞれの買掛金アプリケーションコンポーネントを紹介します。

QIFファイルの構成 (議論)




  

付録B 良くある質問 (FAQ)



これは本文書では話題を扱っている項目が存在しない、メーリングリストで尋ねられる質問のリストです。
Sources of Information



Q: FAQはどこにありますか?



A: あなたが調べている本文書です。GnuCash Wikiの中で最新版を見ることができます。

Q: GnuCashのためのメーリングリストがありますか?



A: はい。http://lists.gnucash.org/mailman/listinfo/gnucash-user および http://lists.gnucash.org/mailman/listinfo/gnucash-devel に移動して参加してください。

Q: メーリングリストの検索可能なアーカイブがありますか?



A: はい。はメーリングリストのアーカイブは http://news.gmane.org/gmane.comp.gnome.apps.gnucash.devel および http://news.gmane.org/gmane.comp.gnome.apps.gnucash.user で検索することができます。 (ドイツ語を話せるなら http://news.gmane.org/gmane.comp.gnome.apps.gnucash.german  もあります。

Q: GnuCashのサポートを得る他の手段がありますか?



A: 開発者の多くがirc.gnome.orgの#gnucashチャンネルにいます。また、http://wiki.gnucash.org/wiki/GnuCash のオンラインwikiがあります。



照合



通常は取引と銀行取引計算書を確認します。照合として知られている手順です。
GnuCashでは各取引の照合状況を追跡できます。
取引の照合状況は照合(R)欄に表示されます。
照は取引が照合されたことを示します。未は照合されていないことを示します。清は清算されたが、照合されていないことを示します。
照合欄をクリックすることで、未と清の間で照合状況を順番に切り替えることができます。
照合ウィンドウを使用して、それを照に設定することができます。
勘定科目ウィンドウの下端に、2つ(他にもあるかもしれませんが)の現状を表す貸借残高(清算済と照合済貸借残高)、および合計貸借残高があります。
前者は銀行口座にどのくらいのお金が存在しているかを表します。一方、後者には未決済の残存取引が含まれます。
例えば、何かに対して小切手を書くとき、取引をGnuCashに入力するべきです。
取引の照合欄には、初期値として未(未照合)が入力されます。
新規入力は合計貸借残高に影響を及ぼしますが、清算済、照合済貸借残高には影響を及ぼしません。
その後、小切手が換金されたと分かったら、清(清算済)に変更するために取引の照合欄をクリックします。
これを行うと、清算済貸借残高にこの金額が含まれるようになります。
銀行取引計算書が到着したら、後はGnuCashの照合ウィンドウで記録と計算書を比較します。
そこで、照合欄を照(照合済)に変えることができます。
注記
記録簿ウィンドウで照合を行うことはできません。照合ウィンドウを使用しなければなりません。
取引が照合済であるといったんマークされると、次回の照合の期首残高を壊さず変更することは容易ではありません。

照合ウィンドウ



照合ウィンドウは、銀行または他の機関から送られた計算書とGnuCashの勘定科目を照合するために使用します。
照合は、銀行での記録を再確認するだけではなく、残存取引(例えば、現金化されていない小切手)をより良く認識するために役に立ちます。
照合ウィンドウを使用するためには、勘定科目ツリーから勘定科目を選択して、アクション → 照合を選択します。
次のような照合情報の入力ウィンドウが表示されます。
[image: 照合ウィンドウ]初期照合ウィンドウ。



初期照合ウィンドウでは、いくつかの照合情報を入力する必要があります。
	計算書発行日
	照合する計算書の日付です。
ティップ
この欄の右側にある下向き矢印をクリックするとカレンダーが開きます。


	期首残高
	ここには前回の照合以降の残高が編集不可能な項目として表示されます。
これは計算書の期首残高と一致しているはずです。
注記
時々、GnuCashの期首残高が計算書と一致しないことがあります。
これは、ある勘定科目の初回の照合時、または以前に照合した取引の照合を解除したか削除した時に発生します。

勘定科目の初回照合時は、期首残高は0.00となります。それはおそらく勘定科目の開始残高ではないでしょう。
勘定科目を照合するとき、勘定科目の開始残高が照合に含まれるようにしてください。その結果として貸借残高が一致するでしょう。
以前に照合済とした取引を間違って照合解除してしまった場合は、現在の計算書の取引と併せてに、単に再照合してください。その結果として貸借残高が一致するでしょう。
以前に照合済とした取引を誤って削除した場合は一層の挑戦が必要です。
何が削除されたかを決定して、それを記録簿に復元できない限り、照合を終えるための疑似的な取引を作成しなければなりません。

	期末残高
	この欄には、計算書に載っている期末残高を入力します。
注記
勘定科目記録簿の下部に表示されている現在の貸借残高が、GnuCashによってこの欄に自動的に入力されます。


	子勘定科目を含める
	照合対象に、現在選択されている勘定科目の子勘定科目に属する取引を含める場合にこのオプションを選択してください。

	利払いの入力
	このボタンをクリックすると、照合する勘定科目に利子の取引を入力するための新しいウィンドウが開きます。
ティップ
銀行、クレジットカード、投資信託、資産、売掛、買掛、および負債タイプ勘定科目の場合、照合開始時に、利払いウィンドウが自動的に開くかもしれません。
前に列挙した勘定科目のすべてでこの動作を無効にする場合は、GnuCash
設定の記録簿タブで自動利子入力オプションのチェックを外してください。
選択した勘定科目のみでこの動作を無効にする場合は、利払いウィンドウでこの勘定科目では自動利払い入力を行わないがボタンを押してください。




そして、OKボタンをクリックすると、照合ウィンドウに取引一覧が表示されます。
[image: 照合ウィンドウ]照合ウィンドウの取引一覧。



入金と出金と呼ばれる2つの欄に、照合を行う勘定科目に属する未照合の取引が一覧表示されます。
照合列には、取引が清算されたか、または照合されたかについて表示されます。
今度は、銀行取引計算書の各項目を検査し、照合ウィンドウで一致している項目を探します。
見つけることができない取引が一つでもあるなら、取引を入力するのを忘れたか、または知らない取引が発生したのでしょう。
欠けている取引を入力するために、記録簿ウィンドウを開いてツールバーの新規ボタンか、メニュー項目の取引 → 新規を使用してください。
取引を入力した後にEnterボタンを押下すると、照合ウィンドウに新しい項目が表示されます。
照合ウィンドウで項目を見つけたら、項目の金額と計算書の金額を比較します。
それらが一致しない場合、GnuCashへ取引を入力したときに、間違えたのかもしれません。
取引を訂正するするために、記録簿ウィンドウを開いてツールバーの編集ボタンか、メニュー項目の取引 → 編集を使用してください。
金額が一致していたら、照合ウィンドウで項目をクリックしてください。
選択した取引の横にある照合列にチェックマークが表示されます。
GnuCashによって自動的に右下の要約部分の金額が更新されます。
ティップ
項目をスクロールするためには上下矢印キー、照合とマークするためにspaceキー、入金と出金欄を移動するためにTabキーを使用できます。

後は銀行取引計算書にある各項目に対してこれを繰り返します。銀行取引計算書の金額がGnuCashの金額と一致していることを確かめて、GnuCashで取引を照合済とマークします。
照合が終わった時には、照合ウィンドウの下部にある差分欄には0.00ドルと表示されているはずです。
他の金額が表示されているなら、取引が抜けているか、またはいくつかの金額がGnuCash上で不正確なのかもしれません。
(まず無いでしょうが、銀行が間違えたかもしれません。)
銀行取引計算書のすべての項目をマークして、差分が0.00ドルであることを確認したら、ツールバーの完了ボタンをクリックするかメニューの照合 → 完了を選択します。
照合ウィンドウが閉じます。
記録簿ウィンドウでは、照合済取引の照合欄が照に変化します。
まだすべての情報を受け取っていない場合は、単にに延期を押して、次の作業を続けてください。
照合列が、清算済(清)と表示されているか2つの取引を良く見てください。
これらはまだ照合されていませんが清算済とマークしたことでのこれらの2つの取引について確認しました。
勘定科目記録簿の下端にあるステータスバーを見ると、何が照合済で、何が清算済かの要約があります(清算済:USD
954.79,照合済:USD 0.00) 。
[image: 当座預金勘定科目]照合延期後の当座預金勘定科目。





